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二 

横
岡
山
古
墳 

１ 

横よ
こ

岡
山

お
か
や
ま

古
墳

こ

ふ

ん

の
調
査
の
経
緯 

高
松
市
香
川
町
浅
野
に
所
在
し
ま
す
横
岡
山

古
墳
は
、
昭
和
初
期
に
地
権
者
に
よ
っ
て
発
見
・

発
掘
さ
れ
た
こ
と
が
『
香
川
町
誌
』
な
ど
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、
周
辺
は
果
樹
園
と
な
っ

て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
一
年

に
旧
香
川
町
の
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

発
掘
で
出
土
し
た
須
恵
器
な
ど
の
出
土
品
は
浅
野

小
学
校
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
十
八
年
一
月
の
高
松
市
と
の
合
併
に
よ
っ
て
、

現
在
は
市
の
登
録
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

合
併
を
契
機
に
高
松
市
教
育
委
員
会
で
は
、
古
墳

の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
度
に
測

量
調
査
と
部
分
的
な
確
認
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

横岡山古墳石室正面（平成 19 年度調査時）  
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２ 

横
岡
山
古
墳
の
立
地
と
墳
丘 

横
岡
山
古
墳
は
、
旧
香
川
町
の
川
東
、
大
野
、
そ
し
て
浅
野
地
区
に
わ
た
る
龍
満
山
東
側
の
丘
陵
上
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
は
、
明
治
五
年
に
徳
島
県
の
剣
山
大
権
現
社
よ
り
分
霊
を
受
け
た
社
が
山
頂

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
剣
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
龍
満
（
立
満
）
は
、
香
東
川
を
望
む
山
の
西

側
に
見
ら
れ
る
地
名
で
、
古
墳
の
あ
る
東
側
丘
陵
部
は
横
岡
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
の
北
側
に

は
住
宅
団
地
が
あ
り
ま
す
が
、
団
地
造
成
前
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
石
室
が
開
口
す
る
北
方
向
を
中
心
に
丘

陵
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
丘
陵
の
頂
上
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
北

方
向
に
高
松
港
や
屋
島
そ
し
て
五
剣
山
ま
で
よ
く
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

現
在
、
古
墳
が
あ
る
丘
陵
の
頂
上
は
、
開
墾
や
ミ
ニ
四
国
霊
場
（
剣
山
四
国
霊
場
巡
礼
の
順
路
と
草
庵
）

に
よ
っ
て
平
坦
で
開
け
た
場
所
に
な
っ
て
お
り
、
横
穴
式
石
室
の
天
井
石
が
露
出
し
て
い
ま
す
が
、
本
来

は
盛
土
に
よ
っ
て
墳
丘
が
築
か
れ
石
室
は
隠
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
の
発
掘
調
査

で
は
、
石
室
の
中
心
か
ら
十
一
ｍ
西
側
で
周
溝
と
呼
ば
れ
る
溝
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
溝
は
古
墳

の
境
を
示
す
と
と
も
に
、
溝
を
掘
っ
た
土
で
墳
丘
の
盛
土
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
確
認
し
た
溝
と

石
室
の
東
と
南
に
見
ら
れ
る
地
形
か
ら
判
断
し
て
、
直
径
約
二
十
二
ｍ
の
円
形
を
し
た
墳
丘
で
あ
っ
た
と

推
定
で
き
ま
す
。 
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横

岡
山

古
墳

墳
丘

測
量

図
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３ 

横
岡
山
古
墳
の
石
室 

 
 

横
岡
山
古
墳
の
石
室
は
、
北
方
向
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
で
す
。
横
穴
式
石
室
と
は
古
墳
の
側
面
に

入
り
口
を
設
け
た
石
室
で
、
こ
の
入
り
口
を
塞
い
だ
り
、
ま
た
開
い
た
り
す
る
こ
と
で
複
数
回
に
わ
た
っ

て
棺
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
墳
時
代
前
・
中
期
に
用
い
ら
れ
た
原
則
一
回
限
り
の
埋
葬
で
あ
る

竪
穴
式
石
室
と
は
構
造
や
機
能
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
横
穴
式
石
室
は
棺
を
納
め
る
玄
室
と
こ
れ
に
通
じ

る
羨
道
か
ら
な
り
ま
す
が
、
横
岡
山
古
墳
の
場
合
、
玄
室
の
長
さ
三
ｍ
、
幅
（
奥
壁
の
幅
）
一
・
八
ｍ
、

羨
道
の
長
さ
は
四
・
五
ｍ
、
幅
（
玄
門
の
幅
）
は
一
・
二
ｍ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
玄
室
か
ら
み
て
左
方
向

に
だ
け
玄
室
の
幅
が
広
く
な
る
こ
と
か
ら
、
左
片
袖
式
石
室
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

香
川
町
浅
野
地
区
で
知
ら
れ
て
い
る
横
穴
式
石
室
は
、
横
岡
山
古
墳
の
他
、
東
赤
坂
古
墳
、
浅
野
八
王
子

古
墳
、
万
塚
古
墳
と
片
袖
式
が
占
め
て
い
ま
す
。
石
室
の
石
材
は
こ
の
山
で
産
出
す
る
大
き
な
花
崗
岩
で
、

羨
道
は
三
段
相
当
の
側
壁
と
四
枚
の
天
井
石
で
構
成
さ
れ
、
玄
室
は
側
壁
で
四
段
相
当
積
ん
で
い
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
玄
室
は
上
半
分
が
壊
れ
て
い
ま
す
が
、
天
井
石
が
残
る
羨
道
で
は
幾
つ
か
の
特
徴
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
羨
道
は
長
く
し
っ
か
り
と
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
て
、
床
に
は
川
原
石
を
敷
き
、
さ

ら
に
石
の
蓋
を
も
っ
た
排
水
溝
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
、
平
成
十
九
年
度
の
調
査
で
確
認
で
き
ま
し
た
。

ま
た
石
室
の
入
り
口
に
あ
た
る
羨
道
の
末
端
は
、
両
側
面
に
立
石
を
用
い
て
お
り
、
羨
門
と
呼
ば
れ
る
構

造
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 
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横
岡

山
古

墳
石

室
測

量
図

 



 

17 

 
 

 
 

 
 

４ 

横
岡
山
古
墳
の
出
土
品 

 
 

横
岡
山
古
墳
の
出
土
品
は
往
時
の
発
掘
の
も
の
を
含
め
る
と
、
頸
飾
り
（
小
玉
）
や
耳
飾
り
（
金
・
銅

環
）
の
装
飾
品
、
刀
、
馬
具
な
ど
の
鉄
製
品
、
さ
ら
に
多
数
の
土
器
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年

度
の
調
査
時
で
も
、
羨
道
に
多
数
の
須
恵
器
な
ど
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
、
棺

を
納
め
る
玄
室
で
は
盗
掘
の
影

響
が
大
き
く
、
ま
た
羨
道
に
つ

い
て
も
追
葬
に
伴
う
片
付
け
や

石
室
の
外
に
掻
き
出
し
た
行
為

が
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
本
来

の
副
葬
さ
れ
た
様
子
に
つ
い
て

詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
こ
で
は
、
一
般
に
横
穴
式

石
室
に
多
量
の
土
器
が
出
土
す

る
こ
と
に
つ
い
て
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
神
話
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』

横岡山古墳の出土土器  
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な
ど
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
（
伊
邪
那
岐
命
）
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（
伊
邪
那
美

命
）
と
い
う
男
女
の
神
の
話
で
す
。
亡
く
な
っ
た
妻
イ
ザ
ナ
ミ
を
追
っ
て
黄
泉
国
に
辿
り
着
い
た
イ
ザ
ナ

キ
は
、
暗
闇
の
中
で
黄
泉
国
の
食
事
、「
ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
イ
」
を
済
ま
せ
た
イ
ザ
ナ
ミ
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を

見
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
に
恐
れ
を
な
し
逃
げ
帰
る
イ
ザ
ナ
キ
に
、
怒
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
は
追
手
と
も
に
追

い
か
け
ま
す
が
、
イ
ザ
ナ
キ
は
大
き
な
石
を
立
て
て
、
黄
泉
国
と
の
絶
縁
を
言
い
渡
す
「
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
」

を
行
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

つ
ま
り
、
石
室
で
多
数
出
土
す
る
土
器
は
、
葬
送
儀
礼
に
関
わ
っ
た
食
器
類
や
現
世
と
の
別
離
を
宣
言

す
る
儀
礼
に
用
い
た
器
で
あ
る
と
い
う
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
横
岡
山
古
墳
の
石
室
で
は
、

食
事
を
盛
る
杯
や
酒
な
ど
の
液
体
を
入
れ
る
壺
や
瓶
類
が
多
く
認
め
ら
れ
る
他
、
石
室
の
出
入
り
口
に
相

当
す
る
箇
所
か
ら
は
、
大
き
な
甕
が
潰
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
神
話
が
ど
の
程

度
、
横
穴
式
石
室
で
執
り
行
わ
れ
た
儀
礼
を
反
映
す
る
も
の
か
研
究
者
に
よ
っ
て
意
見
は
様
々
で
す
が
、

こ
の
黄
泉
国
の
神
話
に
つ
い
て
は
横
穴
式
石
室
と
と
も
に
当
時
の
人
々
の
死
生
観
を
端
的
に
表
す
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 
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